
阪神淡路大震災ののちに避難所などで支援活動を行っていた学生組織が前身と

なり、1997年に灘地域活動センターが設立され、1999年から現在の活動場所

である兵庫県営岩屋北町住宅とHAT神戸灘の浜で活動することとなりました。

コロナ禍で一時中断されていた時期もありますが、25年以上にわたってお茶

会・戸別訪問活動による住民さんとの交流活動を続けています。

毎週末に二か所の集会
所でお茶会を開催し地
域の住民さんと交流す
る活動を主として、そ
のほかに季節ごとのイ
ベント・レクリエー
ション企画を行ったり、
年賀状の送付を行った
りもしています。

お茶会に参加されるのは地域のご高齢の方が中心
で、足腰を悪くされて外出の機会が減ったり、ご
家族と離れて暮らしており支援が得にくい状態に
あったりする方に、地域住民同士・あるいは学生
との交流・関係性の構築の機会を提供することが
活動の主な目的です。

お茶会では、毎回15～
25名ほどの住人さんに
参加いただいており、
飲み物やお菓子を食べ
ながら住民さん同士や
学生との会話を楽しん
でいただいています。


